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インパクトでの重要な

２つのチェックポイント
GolfNow読者の皆さん、こんにち『ま！

ゴルフシーズンの到来です１

今回は「インパクトでの重要な２つのチェック

ポイント」をご紹介します。

　１つ目は捻転差です。

　インパクトとはポールを打つ瞬間のことをいい

ます。この時により理想的なインパクトを行うた

めに重要な２つのチェックポイントを紹介します。

　コルフスイングでは腰が先行した回転運動によ

って行われるので、各部分の動く順番というのが

あります。「レッスンぽ〕1418

を参照゛･lttp://www.jjg,jpj

　正しく、自然体のゴルフス

イングができていれば、イン

パクトでは腰、体（肩）、脈

に回転の差（唸転）というも

のができます。（写真l）

　この回転の差というのはと

ても重要で、この差が大きけ

れば大きいほど捻■力が強くI､体画､紅･逞勧刺邸〕

なり飛距離が出るということができるょうにしまじう

になり、この差がなけれぱ手打ちになり飛距離が

体凋1のう４ﾝＵのμに1,て
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出なくなってしまいますから

気をつけてください。

　理想的なインパクトでは体

(肩)のラインは目標方向と平

行になりますから、アドレス

の状・からゴルフクラブと肩

を動かさないようにして、左

腰を回転し、腕は、左腕【まそ

のボまにして右ひじを閉める

ようにするドリルはインバク

aTiiirji･4「CTfぅyトを体感できるのでお勒めで

　　　　　　　　　　す。（写真2）

　2つ目は軸の安定化です。

読者の方も以前に聞いたことある方がみえると思い

ますが、「インパクトはアドレスの再現」という言

葉があります。ここで大事になってくるのが、前傾

角度と左右の軸の傾きに,なります。上記の言葉を

かりれば、アドレスの前傾角度、左右の軸の傾き

＝インパクトの前傾角度、左右の軸の傾きという

ことになります。（写真34､5,.6）

　スイング軸（背骨）がアドレスからフォロース

イングにかけて勅かないことE斟飛距離、方向性

の両方にとても重要ですからしっかりとチェック

してくださいね。

次回「ま「インパクト

でのその他のチェック

ポイント」を紹介しま

す。
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　それでは、皆さん次回のＧＯＬＦ－ＮＯＷ冬弓

でまたお会いしましょう！

今までのゴルフレッスンをhttpｿﾞ/www,jjg,jpにて

紹介させて頂いております。

また、ゴルフ雑誌「EVEN」に私のゴルフレッス

ンを連載して頂いています。

　GolfNow一価の皆さんにもさっと何かのヒント

になると思いますのでよろしかったらご覧くださ

い。

　S年間アメリカにて今ー暉ニブロと具に=1－チのりチヤードＺイベル氏に

零ぷ。貝李・子プＤ６峰？･f7小・氏．サンダぞＺﾆfゴルフアカヂミーに

て二りレフスイング瑠眺ｔ零ぷ．ｉｏＱＩ零度テｆ一ダーング・倣2名が

JPGAJLPG為ブロテ又トを垂験し、義に金偏．
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